
マ
ツ
l
l
マ
包

銀
二
枚
・
雌
子
こ
を
賞
賜
せ
ら
れ
た
。

マ
ツ
ヰ
ジ
ヨ
ウ
ウ
ン
松
井
乗
運
本
姓
枚
野
氏
。

家
枇
々
倒
闘
を
梁
と
し
た
。
十
四
歳
京
師
に
出
で
、

片
岡
友
輔
に
従
う
て
技
を
犠
び
、
限
あ
れ
ば
木
片
と

態
と
を
磁
へ
て
、
浴
中
格
外
の
寺
院
に
諮
り
、
仰
像

を
模
刻
し
た
。
是

ω知
き
も
の
十
年
に
し
て
金
持
に

蹄
。
、
御
苑
大
仰
師
と
な
り
、
明
治
ご
十
年
七
用
夜

し
た
。
享
年
七
十

=τ
来
迎
人
と
録
。
至
誠
高
潔
、

名
利
に
怪
談
に
し
て
、
紳
仰
を
敬
す
る
こ
と
最
も
厚

か
っ
た
。

マ
ツ
ヲ
松
尾
路
島
郡
臨
島
崎
の
内
の
小
手
。

マ
ツ
ヲ
松
尾
鹿
島
郡
神
野
の
内
の
小
字
。

マ
ツ
ヲ
松
尾
鳳
京
都
仁
行
の
内
の
小
字
。

マ
ツ
ヲ
カ
松
岡
能
楽
部
臨
海
郷
に
邸
す
る
部

務
。
緩
帯
編
に
、
『
此
村
は
音
松
岡
寺
と
い
ぷ
寺
あ

り
。
蓮
如
上
入
居
住
の
由
。
首
へ
村
名
を
首
選
村
と

い
ふ
。
寺
践
に
よ
っ
て
村
名
答
。
た
り
と
い
ふ
。
共

後
此
寺
波
佐
谷
へ
移
し
、
又
今
は
能
州
珠
洲
郡
松
披

村
に
在
り
。
』
と
あ
る
。
包
し
続
出
各
を
古
屋
と
い
う
た

こ
と
は
請
し
い
0

4

Y

ヨ
ウ
コ
ウ
ジ
松
閲
寺
ハ
能

美
〉
。マ
ツ
ヲ
キ
Z

ツ
松
尾
砲
鎗
金
制
仰
の
俳
人
。
沼

穂
安
兵
衛
。
翠
織
を
繕
府
し
、
明
治
三
十
一
年
二
周

ご
十
日
五
十
三
践
を
以
て
間
伐
し
た
。

マ
ツ
ヲ
ジ
松
尾
寺
羽
咋
桜
町
民
に
あ
っ
て
、

海
松
山
と
践
し
、
提
言
宗
に
鴎
ず
る
。
も
と
松
尾
祉

の
別
誌
で
あ
っ
た
。

マ
ツ
ヲ
シ
ヤ
松
尾
祉
金
制
仰
卯
辰
祇
附
祉
の
相

殿
に
紀
っ
て
、
酒
造
家
の
守
秘
跡
と
し
た
も
の
。
位

記
に
、
元
旅
十
一
年
酒
活
家
宮
竹
屋
築
、
金
海
域
内

に
在
っ
た
神
像
を
競
ひ
得
て
、
開
業
者
と
共
に
諦
祉

を
結
ん
だ
に
起
る
と
載
せ
る
が
、
そ
の
員
傷
は
明
ら

か
で
な
い
。
今
紙
閥
枇
の
脱
を
厳
し
て
松
尾
跡
枇
と

聴
す
る
。

マ
ツ
ヲ
シ
ヤ
松
尾
祉
羽
咋
郡
町
跨
に
鎮
座
す

る
。
式
内
等
醤
枇
記
に
、
『
松
尾
神
世
。
熊
野
郷
内
町

民
村
銀
座
。
濡
=
松
尾
明
跡
刊
別
賞
腕
駿
=
海
松
山
松

尾
寺
吋
』
と
見
え
る
。
宋
枇
に
白
山
富
・
扇
捕
宮
・
紳
野

宮
・
雨
鵡
宮
・
愛
宕
秘
現
・
火
之
宮
・
熊
野
櫨
到
が
あ

る。
マ
ツ
ヲ
シ
ヤ
松
尾
枇

y
ヤ
矢
田
郷
天
神
枇
。

マ
ツ
ヲ
シ
ヤ
松
尾
祉
珠
洲
郡
不
動
寺
に
在
っ

て
、
今
の
日
昔
紳
枇
と
帯
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
式

内
等
趨
枇
記
に
、
『
松
尾
紳
枇
。
木
郎
郷
不
動
寺
村
銀

座
。
都
=
松
尾
大
明
紳
吋
別
笛
所
説
=
密
王
山
不
動
寺
吋

萄
枇
也
。
』
と
見
え
る
。
能
菅
名
跡
志
不
動
寺
村
の
僚

に
、
『
此
村
に
留
王
山
不
動
寺
と
い
ふ
密
寺
あ
り
。
今

木
郎
ハ
郷
〉
七
ャ
寺
は
末
寺
に
し
て
、
皆
髄
王
山
と
践
す

也
。
』
と
あ
る
が
、
不
動
寺
は
木
郎
寺
の
衆
徒
の
吏
班

に
あ
る
も
の
で
は
な
ぐ
、
却
っ
て
浦
泉
寺
の
配
下
に

在
っ
た
の
で
あ
ら
う
o
J
モ
タ
ロ
ウ
ジ
木
郎
寺
。

マ
ツ
ヲ
ダ
Z

松
尾
谷
鳳
至
郡
仁
行
の
内
松
尾

か
ら
東
北
の
渓
谷
。

マ
ツ
ヲ
ヒ
デ
シ
ゲ
松
尾
築
茂
遺
構
平
九
郎
・
縫

殿
・
治
郎
。
年
寄
女
中
松
尾
の
養
子
と
し
て
元
総
十

一
一
一
年
新
知
を
党
け
、
鹿
加
増
し
て
九
百
石
に
歪
り
、

そ
の
職
は
奥
小
勝
・
御
使
番
か
ら
黒
沼
し
て
定
番
頭

に
至
っ
た
。
元
文
四
年
八
用
十
日
六
十
五
歳
を
以
て

夜。
マ
ツ
ヲ
ヤ
マ
松
尾
山
石
川
郡
瀬
被
部
務
か
ら

迩
か
に
東
方
に
詰
る
山
。
高
さ
一
一
六
三
米
。
地
質

石
英
組
商
岩
。

マ
ド
イ
ハ
窓
単
調
鳳
至
郡
西
時
闘
な
る
滋
聞
と

い
ふ
厨
か
ら
商
北
海
中
に
突
出
す
る
も
の
で
、
・
一
に

大
成
岩
と
も
い
ふ
。
高
さ
四
五
米
。
頂
上
よ
り
下
る

↓
ヤ
タ
プ
ウ
テ

y
ジ
y

こ
と
一
五
米
許
に
し
て
、
ロ
の
蹟
さ
回
米
五
、
底
・
遜

六
米
許
の
三
角
形
の
孔
が
あ
る
か
ら
窓
岩
と
名
づ
け

る
。
能
菅
誌
に
、
『
曾
々
木
の
北
の
方
磁
遜
に
筒
宕
と

て
大
石
あ
り
。
或
は
器
倉
路
古
の
御
前
肱
櫛
石
窟
の

像
石
也
と
い
へ
り
o
石
上
に
笛
有
り
て
異
な
る
静
石

也
。
む
か
し
は
此
遜
に
北
の
坊
と
い
ふ
別
賞
有
り
し

と
ぞ
。
今
櫨
現
岩
と
も
い
へ
り
。
叉
御
輿
宿
岩
と
も

い
ふ
。
』
と
あ
る
。

マ
F
ザ
カ
窓
援
鳳
至
郡
吠
木
か
ら
溜
，
上
の

部
落
に
至
る
聞
の
坂
路
。
高
さ
=
四
七
米
。

マ
ト
モ
シ
間
燈

1
v
ト

Y
コ
Y

年
越
。

マ
ナ
イ
タ
タ
ラ
組
倉
鳳
奈
郡
山
田
郷
に
鴎
す

る
部
帯
。
マ
ナ
イ
タ
タ
ラ
ヤ
マ
租
倉
山
鳳
至
郡
狙
倉
の

部
落
北
方
に
在
る
山
。
高
さ
二

O
回
米
。
地
質
第
三

紀
居
。マ
ナ
イ
タ
ナ
ホ
シ
狙
直
珠
洲
郡
片
容
に
て
こ

用
六
日
ハ
萄
一
周
を
繰
延
べ
た
る
も
の
〉
前
世
に
集

り
、
鐸
火
を
焚
き
、
各
自
家
の
前
棚
に
供
へ
た
木
片

を
回
訓
し
て
、
枇
殿
の
戸
・
柱
を
叩
き
、
減
聾
を
血
中
げ

て
践
に
建
し
、
然
る
後
跡
前
の
生
鱈
を
切
り
、
鮮
血

の
附
着
し
た
庖
丁
で
餅
を
分
か
っ
て
一
聞
の
騰
に
供

す
る
を
い
ふ
。
恐
ら
く
は
艶
漁
を
祈
る
の
意
で
あ
ら

之
J

。マ
ナ
ゼ
キ
ヨ
ウ
ト
ク
イ
ン
曲
直
瀬
事
徳
院
在

京
の
御
留
聞
で
、
加
賀
滞
か
ら
大
坂
者
米
三
百
俵
を

受
け
、
享
保
四
年
夜
し
た
。

マ
ナ
ハ
間
縄
↓
カ
ザ
リ
ワ
ラ
飾
策
。

マ
-
-
滴
位
鹿
島
郡
三
階
良
川
保
に
因
す
る
都

務。
マ
-
-
ハ
馬
庭
承
久
三
年
注
進
の
能
菅
凶
田
敏

目
録
鹿
島
郡
に
、
『
上
日
庄
加
納
村
々
、
能
管
部
村
・

馬
庭
村
』
が
あ
る
。
馬
庭
の
村
名
は
今
無
い
が
、
能

七
八
二

電
志
徴
に
、
河
北
部
大
場
を
源
平
脱
表
記
に
大
庭
と

記
す
か
ら
、
馬
庭
も
馬
場
で
、
今
の
東
馬
場
・
西
馬

場
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。

マ
-
-
ハ
馬
庭
永
正
九
年
五
月
十
八
日
附
定
祭

が
鳳
至
郡
河
弁
の
馬
庭
翻
脅
蛍
に
五
十
苅
を
寄
進
し

た
朕
が
あ
る
。
こ
の
馬
陸
も
前
項
に
壊
げ
た
も
の
と

同
じ
く
馬
場
で
あ
ら
う
。
今
河
井
町
に
馬
場
出
・
馬

場
崎
の
名
が
あ
る
。

マ
ノ
ギ
ヨ
ウ
ジ
ュ
ン
関
野
行
順
河
北
郡
狩
腿

野
田
県
宗
束
波
書
玄
寺
十
五
代
の
住
持
。
哲
般
の
門
に

皐
び
、
安
政
六
年
察
司
と
な
り
、
明
治
四
十
年
十
二

局
混
日
入
十
七
歳
を
以
て
寂
し
た
。
法
名
一
来
院
椋

行
迎
。マ
ハ
リ
ト
ウ
ナ
イ

内。
マ
ヒ
ダ
-
-

部
務
。

廻
藤
内

ー

ψ

ト
ウ
ナ
イ

舞
谷

鳳
至
郡
下
町
野
郷
に
題
す
る

マ
ヒ
ダ
-
-
ゴ
ゼ
ン
ヤ
マ
舞
谷
御
前
山
鳳
京
都

舞
谷
の
東
南
に
在
る
山
。
高
さ
三
六
八
米
。
地
質
第

三
紀
居
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
是
よ
り
舞
谷
村
と
で
あ

り
。
日
の
御
前
と
て
高
嶺
あ
り
。
昔
は
五
位
継
現
の

大
匙
あ
り
し
に
、
告
あ
っ
て
槌
現
を
石
動
山
へ
移
し

奉
り
て
、
今
は
紳
明
宮
を
石
励
山
よ
り
納
税
し
て
あ

り
。
舞
谷
御
前
と
も
い
ふ
也
。
近
年
論
有
て
、
寺
山

村
分
に
な
り
し
と
い
へ

8
0』
と
あ
る
。

マ
ヒ
マ
ヒ
舞
々
・
鐸
々
は
幸
若
の
諮
護
で
あ
る

が
、
前
回
綱
紀
の
初
世
か
ら
衰
微
し
て
、
物
質
ひ
の

列
に
下
っ
た
。
前
回
育
館
の
世
事
保
十
六
年
こ
用
の

把
に
は
、
金
縛
の
鐸
々
に
、
筋
遮
橋
の
浅
屋
勘
右
衛

門
、
荒
町
の
山
崎
屋
小
兵
衛
、
木
J

新
保
町
の
笠
屋

叉
兵
衛
、
商
御
坊
町
の
菅
野
屋
普
右
衛
門
四
人
が
あ

っ
た
が
、
舞
々
は
年
頭
・
祝
日
に
舞
ひ
限
っ
て
葱
を

演
る
も
の
で
は
な
く
、
家
中
に
知
行
加
増
等
の
こ
と 膝


